
【スライド-1】

「行政分野で働く保健師のキャ

リア志向の尺度開発」というこ

とで、信頼性と妥当性の検討を

させていただきました。

【スライド-2,3】

研究の背景です。行政で働く

保健師を取り巻く環境として、

法律や制度の改正が今著しく行

われています。地域保健法を始

め、健康増進法、介護保険法など

の法律が次々と出てきた中で、今まで自治体で勤める保健師は、「保健師」という専

門性の集団の中で働く場合が多かったのですが、それだけではなく、介護、福祉、教

育など、いろいろな部署に配属される、それも少数もしくは単独で配属されるという

ように変わってきています。

もう一つは行政組織自体が変遷してきたことです。平成の大合併と言われるような

市町村合併をはじめ、保健所自体が非常に大規模になって、支所などが無くなってき

ているということが起こっています。

もう一つ大きな環境の変化としては、地域における健康課題そのものが非常に変わ

ってきているということが挙げられます。その変わってきた健康課題をコミュニティ
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自身で解決ができなく、自治体など、公的な機関に解決を求めるという住民の傾向が

出てきています。その中で保健師がそのニーズに応じた専門性を非常に向上させなく

てはいけないという状況があります。

そのために、保健師自身が、人から求められるのではなく、主体的にその専門性を確

立していく必要性があると思われます。その時に、何が求められているのかという、自

分の求められている役割や職務や実践能力をどう習得していくかということを考えてい

くのは、大事な側面と思われます。このことについては、厚労省を始めいろいろな研究

者がたくさん研究をされています。もう一つ私が今回テーマに挙げたのが、まず自分自

身が保健師として何を大事にどうやってキャリアを積み上げていくか、どうやって専門

性を築いていくかということを見定めることが大事ではないかと考えました。

【スライド-4】

先行研究です。キャリア志向というものは、大きく分けると、「組織の中で自分が

どのような立場で働いていくかという立場の志向と、自分の専門性を職業人として求

めていくという志向の 2 つの志向を求めている」という研究のタイプのものと、シャ

インなどが言い出したように、「その 2 つではなくたくさんの志向があって、その中

で重要性がその時々によって変

わるのではないかと言われるよ

うなキャリア志向」という、大

きな 2 つのタイプがあります。

では、行政で働く保健師のキ

ャリア志向はどのようなものが

あるかと考えた時に、全くと言

っていいほど無かったというと

ころから、私自身が他の研究者

と共に、まずその要素を探り出

す研究から始めました。

その要素を抽出するために面

接調査をし、その面接調査から

出てきた要素をもとにして質問

紙を作りました。主要な構成要

素を出してきて今回作った質問

用紙というのは、ここから課題

になったことを少し加味して作

っています。

【スライド-5】

今回の目的は先ほどお話した

通りなので飛ばします。
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【スライド-6】

方法です。

自治体に勤める保健師地域性

を加味して、全国を大きな区分

に分けた時に分散するように、

また、保健師一名あたりの人口

規模が多様になるようにという

ことと、政令市もしくは中核市

などを含むような都道府県とい

う条件を選択条件として、この

1 0 府県を選定させていただきま

した。各府県の庁において保健師

を所管している課に依頼して、人数と住所を把握させていただきました。そして、そ

の所属の機関に郵送をさせていただくという調査になっています。

【スライド-7】

分析は、この質問紙そのものをバリマックス回転をかけ、主因子分析をしました。

このときに、因子負荷量 0 . 4 0 以上を選定し、信頼性をみるためにクロンバッハのα

係数を算出いたしました。倫理的な配慮は、特に自由意思で参加してもらうというこ

とを強調して文面に書いたということと、再テストをさせていただいた方には、1 回目

の調査と一致させるためお名前が必要だったということで、同意書に署名いただいた

方だけを協力者として登録しました。

【スライド-8】

結果です。

1 次調査の回答は 2 0 6 5 で 2 8 . 8 ％。再依頼をお願いしたのですが、これだけにとど

まりました。そのうち 9 7 ％の有効回答率の 2 0 0 3 を分析しました。市町村、所属され

ている機関、配属部署、性別、経験年数などは、母集団である全国の行政の保健師と
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ほぼ類似している割合となって

います。

【スライド-9】

主な結果がこれですが、バリ

マックス回転をかけて主因子分

析した結果、保健師の志向とし

て 5 つの因子と 1 9 の項目が抽

出・選定されました。各因子に

ついて説明します。

【スライド-10】

1 つ目の因子を「管理志向」と命名したのですが、次に挙げる 6 つの項目からなっ

ています。こちらでいう管理志向は、「スタッフを指導・管理する立場で自分の力を

発揮したい」というところだけではなく、行政の中で働く保健師として、「自分が働

く地域保健の中で質的な管理をしたい」とか「精度的な管理を担いたい」というよう

な、地域管理の部分も含めて管理というように抽出されました。

【スライド-11】

2 つ目に抽出された因子を「協働志向」と名付けました。こちらも 6 つの項目から

なっています。

一般企業で言われている協働と少し近いところがあると思うのですが、いろいろな

交渉をする、調整をする、いろいろ作り上げる、創造する。保健師として特徴的なの

が、「住民の方を陰で支える専門職」とよく言われるのですけれども、「主体である住

民さん達を裏方で支える支援者でありたい」とか、「コミュニティーアプローチやポ

ピュレーションアプローチを大切にしたい」。他に「住民さんの意見や気持ちを代弁

して貢献するような仕事がしたい」ということも含めて、この因子として抽出されて

います。
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【スライド-12】

3 つ目の因子を「奉仕志向」と名付けました。「誰かのために自分が役に立つ仕事をし

たい」、「困っている人を何とかして助けてあげたい」という奉仕的な気持ちの部分です。

4 つ目が「両立志向」というところで、「自分の生活を支える経済的な手段として仕

事を続けていく」とか、「リストラを心配せずに公的な機関でずっと働いていくこと

を大事にしたい」とか、「私生活とのバランスを保ち仕事を両立していきたい」とい

う 3 つの項目でなっています。

【スライド-13】

最後の 5 つ目が「専門志向」と名付けたところで、いわゆるスペシャリストですが、

「特定の領域に焦点をあてた奧の深い仕事がしたい」ということです。保健師自身が

ジェネラリストとよく言われている中でも、自分がずっとジェネラリストでいるわけ

ではなく、その中のどこかの特定の領域でスペシャリストとして立っていきたいとい

うことに特化されていると解釈しました。

それ以外の項目で、この 5 つの因子に抽出されなかった部分を下に挙げています。

【スライド-14】

これらの 5 つの因子は 0 . 4 0 以

上の因子負荷量を抽出・選定の

条件にしたのですが、それ以外

の因子では非常に低い因子負荷

量になり、他との拮抗するよう

な項目がないと思われます。あ

と、一番下になるのですが、α

係数は全体として 0 . 8 6 でした。

各因子の中でも一番低いもので、

「安定志向」の 0 . 6 1、高いもので

「協働志向」の 0 . 8 2 となっていま
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す。ただ、5 つの因子の累積寄与

率は 4 6 . 9 5 と、残念ながら高くな

い値になっています。

【スライド-15】

次に再テストに協力をしていた

だいた方の質問の完全一致率なの

ですが、1 回目の質問から約 1 ヶ

月後に実施させていただきまし

た。この再テストは 2 3 8 名の方が

同意していただいたのですが、有

効回答で分析に耐えられたのが

223 というところです。再テストの同意者は対象のわずか 3.5 ％になっています。ただ、

1 回目の回収者の中の 12.2 ％です。

スライドは 1 回目と再テストの回答が完全に一致した率を挙げています。平均が

5 3 . 8 ％。各項目は、一番低いもので 4 0 . 3 ％、高いもので 6 3 . 9 ％になりました。こち

らの方も残念ながら非常に高い再現率とは言えないと考えています。

【スライド-16】

考察です。

5 つの因子に関してなのですが、この 5 つの志向を考えた場合、大きくは 2 つの軸に

分かれると考えました。1 つは、どこに重きをおくかというような、保健師の職能に関

する専門性の部分です。そして、1 つだけですが、「安定志向」というのは、それとは

全く別の、仕事と私生活をどうバランスをとるかという志向になると考えています。

【スライド-17】

これらは、先行研究で言われている一般企業におけるキャリア志向と大枠では整合

性は図られたと思っていますが、今回目的としたように、行政保健師ならではのもの
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の項目で構成されているところが今回の結果と解釈しています。これは因子や項目の

数としては、簡単に自分で自己査定ができやすい数なのではないかと考えました。ま

た、因子負荷量、累積寄与率、信頼係数の高さから、内的整合性は高いと考えて評価

しています。

【スライド-18】

今後の課題ですが、この保健師のキャリア志向単独でいろいろなことを見られるわ

けではないので、これからは、求められている実践能力や役割、職務等をどのように

キャリア志向と整合させて、自分

をキャリアデザインさせていくこ

とができるかというツールとして

考えていくことが大事と考えてい

ます。また、このツールは、外的

基準と比較検討する必要性がある

ということと、内的妥当性という

ことでエキスパート等の審査が必

要と考えていますし、現場でいか

に汎用ができるかという検討もま

だまだこれから必要であると考え

ています。

【スライド-19】

結論です。

1 0 府県における行政保健師を

対象に質問紙を行って、バリマ

ックス回転をかけた結果、保健

師のキャリア志向としては 5 つ

の因子、1 9 項目が選定されたと

考えています。ただ、再現性が

乏しいというところでは、今後

検討していく余地がまだあると

考えています。

質疑応答

会場：　2 点お聞きしたいのですけれども、1 つは、手法（テクニカルなところ）で

すが、なぜ、因子間の相関を認めないバリマックス（直交回転）を使われたの

か？第二因子とか第三因子とか、どこか相関するようなところがあるように見
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えましたので、その手法を変えたら因子が違う可能性があるのではないかなと

いうのが 1 つです。まず、先にそれをお答えいただけますか。

大倉：　プロマックス回転ではないバリマックス回転をかけたということですね。

その前の 2 県でやった調査では実はプロマックスを使っています。それをも

とに今回質問表を作らせていただいたというところで、参考にできる指標があ

る場合バリマックスをかけてもいいのではないかという文献を見つけ、今回、

かけても大丈夫なのではないかと考えてバリマックス回転をかけています。

会場：　データがもうあるわけですから、プロマックス（斜交回転）の方もぜひチャ

レンジされたらよろしいかなと思います。

もう 1 つなのですけれども、これ重要なことだと思うのですが、地域の特性

や人々の経験年数によってかなりキャリアに対する意識は変わってきていると

思うのです。実際、私の知っている小樽商大の先生が、看護師のキャリアとい

うことを見た時に、3 年、5 年、1 0 年がものすごいターニングポイントである

という報告を今回出されたのですが、そういったことで経験年数によってずい

ぶん因子構造も変わってくるし、全体的な考え方も変わってくると思うのです

が、そのへんの配慮はいかがなのでしょうか。

大倉：　今回は行政の保健師そのものの尺度としてどうなるだろうということを分析

させていただいたものですが、先生に言っていただいたように、私も経験年数

もしくは配属の部署によっても違うと思います。あと、ロールモデルがあるか

どうか聞かせていただいているのですが、それがあるかないか、特に職場内に

あるかどうかというのが非常に大きな影響要因になっていそうなので、これか

ら分析させていただきたいと思います。どの経験年数にどのような傾向がある

かというところは、これからの分析と考えております。
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